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Ⅰ概要 

●18日，カルデナス財務・公債大臣は，中期のコロンビア経済予想を発表し，2017年通年

のコロンビアの経済成長率を 2.5％，インフレ率を 3.7％，為替を 3.037 ペソ及びガソリン

価格を 1バレル 50ドルと予想した。 

●11 日，政府は経済社会政策審議会（Conpes）で 3 つの首都交通プロジェクトのために

15兆 2，300億ペソ（約 50億米ドル）を支出する旨承認した。 

●イスラエルとの自由貿易協定が本年３月に発効される予定。 

●2016年の車両販売台数は，253，395台となり前年比▲10．5％となった。 

 

【本文】 

Ⅱ 主な出来事 

＜国内情勢＞ 

（１）経済見通し（11日，18日及び 24日，当地紙報道） 

 カルデナス財務・公債大臣は，中期のコロンビア経済予想を発表し，2017 年通年のコロ

ンビアの経済成長率を 2.5％，インフレ率を 3.7％，為替を 3.037 ペソ及びガソリン価格を

1バレル 50ドルと予想した。Fedesarrollo（シンクタンク）は 2016年のコロンビア経済成

長率を 1.9％とし，2017年の政策金利は 6％，インフレ率は 4.5％になると予想した。また，

世界銀行は 2017年の経済成長率を 2.5％，2018年と 2019年の経済成長率をそれぞれ 3％，

3.3％と予想した。国際通貨基金（IMF）は 2017 年のコロンビア経済成長率を 2.7％から

2.6％に下方修正したが，ラテンアメリカ全体での経済成長率は，トランプ政権の影響によ

る不確実性，及びブラジル，ベネズエラの情勢から僅か 1.2％と予想されており，コロンビ

アは税制改革及び和平合意が評価され，他のラテンアメリカ諸国よりも高い数値となった。 

（２）政策金利（27日，コロンビア中央銀行プレスリリース） 

 27 日，コロンビア中央銀行は役員執行会議を行い，政策金利を 7.5％に維持することを

決定した。同決定は，客年 12月のインフレ率が 5.75％になったこと，及び年間のインフレ

予想率が 4.25％に低下したことが考慮され，決定がなされた。また，カルデナス財務・公

債大臣はコロンビア中央銀行の今回の決定を尊重すると述べる一方，経済成長を促すため，

更なる政策金利の引き下げの必要性を主張した。 

 



 

（３）首都交通プロジェクト（含，ボゴタメトロ整備計画）（11日，当地紙報道） 

 11 日，政府は経済社会政策審議会（Conpes）で 3 つの首都交通プロジェクトのために

15 兆 2，300 億ペソ（約 50 億米ドル）を支出する旨承認した。3 つのプロジェクトには，

①ボゴタメトロ第一路線（9兆 6千億ペソ），②ソアチャ市までのトランスミレニオ（第 2，

3フェーズ），③ボゴタ市近郊（フンサ市，モスケラ市，マドリード市，ファカタティバ市）

を結ぶ鉄道整備が含まれる。 

（４）ブエナベントゥーラ港（14日，当地紙報道） 

 運輸省道路院（INVIAS）は，ブエナベントゥーラ港運河拡張，及び同港整備に係る工事

契約をベルギーのヤン・デ・ヌルグループと結んだ旨発表した。同工事（第 1 フェーズ）

に掛かる費用は約 1，200億ペソ（約 4,200万米ドル）と見積もられている。 

（５）第 2エル・ドラド空港の建設計画（27日，当地紙報道） 

 運輸省インフラ庁（ANI）は，第 2 エル・ドラド空港と名付けた新空港の建設計画を発

表した。同空港は，マドリード市・ファカタティバ市間に建設予定である。同計画におい

てのコンソーシアムは，イギリスのMott MacDonald社，スペインの Aertec Solutions社，

及びコロンビアの C&M Consultores社の 3社で構成されている。 

（６）2016年，自動車の販売台数減少（3日，当地紙報道） 

 2016年の車両販売台数は，253，395台となり前年比▲10．5％となった。2009年以来，

最も低い数値となった。要因として，経済成長の鈍化，ペソ平価切り下げ，及び政策金利

の高さが挙げられる。 

 

＜対外経済関係＞ 

（１）対日関連（27日，当地紙報道） 

 トヨタ自動車は，2016年の車両販売台数が 8，434台を記録し，当初の販売台数見込みを

12．4％上回る結果となり，国内自動車市場の 3．3％を占めることとなった旨発表した。

また，日野自動車は，2016 年の大型車両販売台数が 2，718 台という新記録を達成した旨

発表した。 

（２）対 OECD関連（26日，当地紙報道） 

 農業・地方開発省は，ダリラ・セルバンテス OECD農業政策アナリストの訪問を受けた。

同アナリストは，近年におけるコロンビアの農業政策を評価した。 

（３）対イスラエル関連（14日，当地紙報道） 

 イスラエルとの自由貿易協定が本年 3月に発効される予定である。客年 11月には上院に

て全会一致で承認された。同交渉は 2012 年 3 月に始まり，2013 年 6 月に交渉を終え，同

年 9 月に署名が行われた。同協定が発効されれば，コロンビアにとって初の中東の国との

自由貿易協定となる。 

 



（４）対太平洋同盟関連（28日，当地紙報道） 

 サントス大統領は，ペルー・アレキパを訪問し，太平洋同盟の強化を訴え，トランプ新

政権の保護主義拡大の可能性を受け，メキシコとの関係を強固なものにしていく考えを示

した。 

 

＜経済指標＞ 

（１）経済活動全般 

（ア）実質工業生産指数（DANE発表） 

 11月の実質工業生産指数（加工コーヒー豆を除く）は前年同月比 1.6％であった。 

（イ）実質小売売上高指数（DANE発表） 

 11月の実質小売売上高指数は前年同月比 4.9％であった。 

（ウ）消費者信頼感指数（Fedesarrollo発表） 

 12月の消費者信頼感指数（ICC）は，▲10.7 ％と前月（▲4.6％）を 6.1ポイント下回り，

前年同月比では 11.8ポイント下回った。 

（２）産業動向 

（ア）原油生産量（鉱山・エネルギー省発表） 

 12月の石油生産量は日量 83.7万バレルであり，前年同月比▲12％となった。 

（イ）コーヒー 

（ⅰ）生産（コーヒー生産者連盟（FNC）発表） 

 FNC 加盟コーヒー生産者による 12 月のコーヒー生産量は 131.9 万袋（1 袋＝60kg）と

なり，前年同月比▲9.3％となった。 

（ⅱ）価格（国際コーヒー機関発表） 

 12月のコロンビア産マイルド・アラビック・コーヒーの価格は月平均 1ポンド＝1.57ド

ル（前月は同 1.78ドル，前年同月は同 1.40ドル）であった。 

（３）物価・雇用（DANE 発表） 

（ア）物価 

 12月の消費者物価上昇率は 0.62％，生産者物価上昇率は▲0.40％であった。 

（イ）雇用 

 12 月の全国平均失業率は 9.2％と，前年同月の 8.6％より 0.6 ポイント悪化した。また，

主要 13都市の平均失業率は 10％と，前年同月の 9.8％より 0.2ポイント悪化した。 

（４）貿易収支（DANE発表） 

 12月の貿易収支（FOB）は，4.87億ドルの赤字であった。輸出（FOB）全体では，前年

同月比 32.68％の 33.74億ドル，輸入（CIF）全体では，前年同月比▲2.8％の 38.61億ドル

となった。 

 

 



 

III主な経済指標 

 

（１）経済活動指数
　　（単位：％，出所：DANE）

2015/11 2016/9 2016/10 2016/11

  （ア）実質工業生産指数（前年同月比） 4.8 4.0 0.4 1.6

  （イ）実質工業売上高指数（同） 4.3 4.2 2.0 1.9

  （ウ）実質小売売上高指数（同） -0.3 0.7 4.5 4.9

　（エ）新規建設着工承認面積（単位：万㎡） 175.8 223.1 231.0 221.7

（２）失業率
　　（単位：％，出所：DANE）

15/12 16/10 16/11 16/12

　（ア）全国平均 8.6 8.3 7.5 9.2

　（イ）主要13都市平均 9.8 9.0 8.7 10.0

（３）消費者物価上昇率
　　（単位：％，出所：DANE）

15/12 16/10 16/11 16/12

　（ア）前月比 0.62 0.11 0.11 0.62

　（イ）前年同月比 6.77 6.11 6.11 6.77

（４）政策金利
　　（単位：％，出所：中央銀行）

15/12 16/10 16/11 16/12

5.75 7.75 7.75 7.50

（５）為替（対ドル為替レート）
　　（単位：ペソ，出所：中央銀行）

15/12 16/10 16/11 16/12

　（ア）月初 3,142.11 2,880.08 2,998.55 3,085.60

　（イ）月末 3,149.47 2,967.66 3,165.09 3,000.71

　（ウ）最高値 3,356.00 2,967.66 3,187.97 3,085.60

　（エ）最安値 3,131.95 2,880.08 2,984.78 2,964.56

（６）株式指数COLCAP
    （単位：ポイント，出所：COLCAP）

15/12 16/10 16/11 16/12

　（ア）月初 1,109.45 1,330.57 1,370.75 1,297.33

　（イ）月末 1,153.71 1,365.53 1,286.07 1,351.68

　（ウ）最高値 1,153.71 1,365.53 1,370.75 1,353.65

　（エ）最安値 1,161.02 1,330.57 1,271.11 1,297.33

（７）貿易
　　（単位：百万ドル，出所：DANE）

15/12 16/10 16/11 16/12

　（ア）輸出額（FOB) 2,543.0 2,738.2 2,967.5 3,374.3

　（イ）同　年内累計 35,690.8 24,970.8 27,668.3 31,045.0

　（ウ）輸入額（FOB） 3,972.9 3,466.3 3,986.9 3,861.0

　（エ）同　年内累計 51,598.1 35,001.2 38,988.1 42,849.1

（８）労働者送金
　　（単位：百万ドル，出所：中央銀行）

15/12 16/10 16/11 16/12

479.7 405.7 462.1 454.5

（９）ガソリン価格
　　（単位：ペソ，出所：鉱山・エネルギー省）

15/12 16/10 16/11 16/12

　　注：ボゴタのレギュラーガソリン１ガロン当たり 7,822 8,046 8,586 8,181

（１０）自動車販売台数
　　　（単位：台，出所：ECONOMETRIA）

15/12 16/10 16/11 16/12

　（ア）単月 26,082 19,168 22,384 33,431

　（イ）年内累計 287,009 197,580 219,964 253,395


